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　We 　have　developed　a　combined 　Kampo 　medicine 　infornlation　database　system ．　 The 　database

system 　 comprises 　 contains 　Kampo 　medicine 　products　information　database　and 　a　crude 　drugs

infonnation　database．　In　the　former ，　information　on　component 　crude 　drugs　and 　their　contents

and 　safety 　is　unified 　in　a 　relational 　data1〕ase 　for　each 　product　and 　compared 　with 　each 　other

within 　 a 　 given　Kampo 　formula 　by　display　scroll…ng ．　 In　the　 latter，　 information　 on 　 application ，

indications
，　constituents ，　dosage　and 　other 　data，　is　separateIy 　obtained 　for　each 　crude 　drugs・

　Keywords − Kampo 　medicine 　information　database，　 relational 　database，　products　informa −

tion，
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緒 言

　我 々 は 前報 に お い て ， 漢方製剤の 処方選定を支

援する た め に ， そ の 適用 に 重 点を お い た新 し い デ

ー
タ ベ ース に つ い て報告 した 1）． 今回 は，薬剤師

に よ る漢方製剤 の 服薬指導を支援す るた め に ，製

品 ご との 安全性 の 情報入 手を 目的 とす る デ ー
タ ペ

ース の 構築を試みた の で報告す る．漢方製剤の 安

全性情報源 の
一．一

つ と し て そ の 添付文書がある が ，

一・．般 名（処方名）が同
一

で あ っ て も製品に よ り組成

（生薬名 とそ の 含量） お よ び使用上 の 注意 の 記載

　†1 本報 を，「漢 方製剤情報統合データ ベ ース シ ス テ ム

　　 の 開発」 （第 1報） とす る．

　†
a
金沢市 金川町 ホ 3 ； Ho−3，　 Kanagawa −machi ，

　　 Kanazawa ， 92041　Japan

が異なる こ とがある． こ れ は 昭和 51年に 漢方製剤

が保険適用されて か ら今 日まで ，添付文書 の 記載

内容の 統一が図られ て い ない た め で あ り，服薬指

導上
一

つ の大 きな問題で ある ．

　 こ の よ うな状況の 中で ， 適確 な情報活動を行 う

た め に は ，広範な添付文書情報の 安全性 に 関わ る

内容を迅速 に 比 較対照で き，か つ 各製品 の 特性を

つ かむ こ とが で きる よ うな，総合的な漢方製剤製

品の 情報デ
ー

タ ベ ース の 開発が望まれ る ，そ こ で

我 々 は ，
一
般名か ら

一括 し て 各製品の構成 生薬名

とそ の 含量 ，並び に 安全性 の 情報を リ レ ーシ
ョ ナ

ル デ ータ ベ ー
ス を用 い て 入手で きる漢方製剤製品

情報デ ータ ベ ー
ス を作成 し た．また，漢方製剤の

副作用情報は ， そ の 各構成生薬に よ る副作用報告
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に 基 づ くこ とが 多い の で ，文献，成書に 報告され

て い る 生薬の有効性お よび安全性，使用上 の 注意

の 情報 を取 り入 れた生薬情報デ ー
タ ベ ース の 作成

も行 っ た ．

　本報 で は ，
こ の 2 種類 の デ ー

タ ベ ー
ス の概要 と

その 利用法 に つ い て 報告す る．

デ ータ ベ ー
ス の概要

　1．　使用機器および使用ソ フ ト

　
ハ ー

ド ウ ェ ア は ，パ ーソ ナ ル コ ン ピ ュ
ータ PC −

9801FA （NEC ）， ハ ー ドデ ィ ス ク INTER −100
F （ICM ）， 増設 RAM ボ ー

ドFA 　34−8　MS （1 ・

0 デ ー
タ ）を用 い た ． ソ フ トウ ェ ア は，リ レ

ー
シ

ョ ナ ル 型デ ー
タ ベ ー

ス ソ フ ト MEGABOX 　ver ．4

（リ ー ド レ
ッ ク ス ）， 日本語 フ ロ ン ト エ ン ドプ ロ セ

ッ サ ー ATOK 　7 （ジ ャ ス ト シ ス テ ム ）を 用 い

た ．

　2． デー
タベ ース を構成する フ ァ イ ル お よび フ

ィ
ール ドの定義

　1）　漢方製剤製品情報デ
ー

タ ベ ース

　リ レ ー
シ ョ ナ ル 型の フ ァ イ ル 情報 として ， 漢方

製剤
一
マ ス タ ーフ

ァ イ ル （マ ス タ
ーフ

ァ イ ル ），生薬

入力 フ ァ イ ル ，含量入力 フ ァ イ ル （以E ，入 力 フ

ァ イ ル ）， 生薬 フ
ァ イ ル ，含量 フ ァ イ ル （以上 ， 参

照 フ ァ イ ル ）の 5 種 の フ ァ イ ル か ら構成され る．
参照 フ ァ イ ル は 入力 フ

ァ イ ル と，また人 力 フ ァ イ

ル は マ ス タ ーフ ァ イ ル と結合 し て い る， こ の 5 種

の フ
ァ イ ル 並び に 各 フ ァ イ ル に 定義 した フ ィ

ール

ドの 結合形態は 図 1 に 示 した．

　2） 生薬情報デー
タ ベ ー

ス

　カ ー ド型の フ
ァ イ ル 情報 として，生薬情報 フ

ァ

イル を定義 し た ．こ の フ
ァ イ ル の フ ィ

ー ル ド に

は ，生薬 コ ー ド，生薬名 ， 中医に基づ く作用 ， 原

植物名，薬理作用 ， 適用，禁忌 ・服用注意，副作

用 ，含有成分，用量，異名お よ び異名読みを定義

した ． こ れ ら12の フ ィ
ール ドは ， 数字 コ

ー
ド3 桁

で 示す生薬 コ
ー ド以外ば す べ て文字情報 と し て 入

力した ．

　3．　 入力画面の 設計

　MEGABOX の コ マ ン ド操作に 基 づ き， 画面設

計を行 っ た．作成 した画面 を図 2 （漢方製剤製品

情報デ ー
タ ベ ース ） お よび 図 3 （生薬情報デ

ー
タ

ベ ー
ス ）に 示 した．各 フ ィ

ール ドの 長 さ （数値あ

る い は文字 の 数）は情報量の最大値に設定 した ．

マ ス ター
フ ァ イ ル

A

図 1．漢方製剤製品情報 データ ベ ース に定義 した フ ァ イ ル お よび

　　　フ ィ
ール ドの 結合形態

　　 直線で 結ば れ た 同一
名 の フ ィ ール ド間で 結合 して い る．
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ウ ィ ン ドウ 匚＃O ：漢方 製 剤製品 W ］

製 tt？Tコ ー
　ド　：　　　　［14

漢 方製剤名 ：　 匸24
構 成 生 薬 お よ び ［10
含 量 （9） ．

使用 上 の 　
’

注 意事項

類似処方
’

［10
［10
［10
［10
匚10
匚10
［10
［ 496

［
［

［

［

［
［

匚

［124
［

　 　］

　 　 　 　 　 ］
］　 ［3，2コ　　 ［IO
］　［3，2］　　　匸10
］　［3、2］　　　［10
］　［3．2コ　　 ［1D
］　［3．2］　　　［10
］　［3．2］　　　［10
〕　〔3．2］　　　L10
コ　〔3．2］　　　［lO

漢方 製 剤 読 み ：

］

］

］

］

コ

］

］
］

〔ウ ィ ン ドウ の 入 力］

　 　 ［24
匚3．2コ　，　　匚10
〔3．2コ，　 匸10
〔3．2〕，　 ［10
［3．2］　，　 ［10
［3．2］　，　　［10
［3．2］，　［10
［3。2］　，　〔10
［3．2〕　，　 ［工0

758件 入 力済
内容 を入 力 し て mETURIN（改行）キーを押 して くだ さい

　 　 　 〕
］ ［3．2］
］　匚3，2〕
］　［3、2］
］ ［3．2コ
コ ［3，2］
］ ［3．2］
］ ［3，2］

］ ［3，2］

　　　 ］
　 　 　 ］

　 　 　 ］

　 　 　 ］

　 　 　 コ

　 　 　 コ

　 　 　 ］

　　　］

　 　 コ

［追加 コ

図 2．漢方製剤製品 情報データ ベ ース の 入 力画 面

　　 　〔 〕内に 示 した 数 字は デー
タ 長 を 示す ．

　　 含量の データ 長 3．2 は整数 値 3 桁，小数値 2 桁を 示 す ．

（

　4． データベ ース の 作成

　1）　情報 の 出典

　漢方製剤製品情報デ ータ ベ ース の 作成に は ， 各

メ ーカ ーの添付文書，リーフ レ
ッ トお よ び 「医療

薬 冂本医薬品集1993」 （日本医薬情報 セ ン タ ー

編，薬業時報社，1993） の 内容を参考に し た ．

　生薬情報 デ ータ ベ ー
ス の 作成 ｝こ は ，専門図書の

生薬｝こ 関する 内容を参考 に し た 2−1了 

　2）　情報 の 入 力

　2−1）　漢方製剤製品情報デ ータ ベ ース

　 こ の デ ー
タ ベ ース の 情報は ，

ウ チ ダ和漢薬，大

杉製薬 ， 太出製薬，カ ネ ボ ウ薬品，建林松鶴堂，

小太郎漢方製薬，阪本漢法，三 和生薬，仁丹 ドル

フ
， 太虎精堂， ツ ム ラ ，

テ イ コ ク メ デ ィ ッ
ク ス

，

東洋漢方製薬 ， 東 洋薬行，本草製薬 の 各製品ご と

に 取 り入れ，その 情報件数は 758件で あ っ た．た

だ し ，
エ キ ス 剤以外 の 漢力製剤は除 い た．各 フ ィ

ール ドの 入力条件を以 下 に 示 した．

　  製品 コ ー ド ：製品の 包装に 記載 の ある識別 コ

ードと した ，英字 と数字に よ る 入力と し ，
こ の 両

者 の 間に は ハ イ フ ン を入れた，入力は す べ て半角

大文字 と した 。

　  漢方製剤 名 ： 「医 療薬 日本医薬品集 1993」 の

記載名称 に 統
一

し，漢字で 入 力 した ．た だ し日本

語 フ ロ ン トエ ン ドプ ロ セ ッ サ
ー

に な い 漢字 「薄」，

「苓」，「陳」，「慧」，「萸」 に つ い て は それぞれ 「弓」，

「今」，「陳」，「意」，「臾」を 用 い た ，

　  漢方製剤読み ： 「医療薬 日本医薬品集1993」

の 名称 の ふ りが な に統一し，半角カ タ カ ナ で 入力

し た．

　  使用 上 の 注意 ：各製品の添付文書の 「使用上

の 注意」 の 項 目に 記載され た 内容 で ，服薬指導に

必要 な も の を取 り入れた ，また副作用の記載は ，

見出 し （電解質代謝，消化器系 な ど） の み の 記載

と し ， 内容は ， 前報の 漢方製剤処方選定 の た め の

デ ータ ベ ース
1
勹 こ既に 取 り入 れ て い る の で 省略 し

た ，一
般的注意 ， 慎重投与 ， 禁忌 ， 副作用お よび

相互作用を示すた め に ， 文末に 各 々
‘‘

（注意）
”

，

t‘

（慎重）
， ，

，
‘‘

（禁忌
Jt

），
‘ ‘

（副）
”

お よ び
‘ ‘

（相互）
”

と添記 した ．

　  類似処方名 ： 「ツ ム ラ漢方製剤 エ キ ス 顆 粒

（医療用）総合カ タ ロ グ」 の 類似処方鑑別 の 記載に

従い ， 記載の な い 製剤に つ い て は参考図書12｝
を も

と に 選定 し た．

　  生薬 コ
ー ドお よび構成生薬名 ：生薬 コ ードは

4桁の数字で 示 し ， 構成生薬名は半角カ タ カ ナ と

N 工工
一Eleotronio 　Library 　
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原植 物 名

［

［二

薬理 作 用

［

［

［

適 用　匚594
［
〔
［

［

［

［

［

フ ァ イル 　［＃1 ：
ノヒ薬f青報フ ァ イ ル

生 薬：！
一

ド ［ 3 ］
生 薬名　 　 　 　 　［ 20　 　 　　 　 　 ］

中 医 に 基 づ く作 用　 ［ 22
　 　 　 　 　［ 200

［ 264

禁忌 ・服 用注 意 　［ 400
［

［

［
匚
［

副f乍用　［ 200
［

［

含 有成 分 　［ 400
［

匚

［

〔

［

用量　 ［26　　　　　　　 ］
異名　 ［ 10e
［
異名読み　［　100
［

　124件 入 力済

　内容 を入力して RETURN （改 行 ）キーを押 して くだ さい

］

コ

］

］

］

〕

］

］

］

コ

コ

コ
］

コ

］

］

］

］

］

コ

コ
］
］

　 　 ］
　 　 ］

　 　 ］

　 　 ］

［・追加 コ

．嶺 鳥

図 3．生薬情報 データ ベ ース の 入 力画 而

　　　 〔 〕内に 示 した 数宇は デ ー
タ 長を示す．

し ， 「医療薬日本医 薬品集1993」 の 生薬の 記載に

準じた． こ の 2 つ の フ ィ
ール ドが存在す る 生薬 フ

ァ イ ル の
一

例を表 1に 示 した ．

　  含量 コ ー ドお よ び 含量 ：含量 コ ードは 数字 2

桁 とし，含量 は添付文書の 組成に記 され た 含量 を

数値で 示 した ．

　2−2）　生薬情報デ ータ ベ ー
ス

　こ の デ ータ ベ ース の 情報は 漢方製剤を構成す る

生薬 124件を取 り入 れた，各 フ ィ
ール ドの 入力条

件を以下 に 示 した．

  生薬 コ ー ド ：漢方製剤を構成する 生薬に
‘‘
1”

か ら順に 半角数字に よ り番号を つ けた．

　  生薬名 ： 「医療薬日本医薬品集1993」 の 生薬

の 記載に 準 じ，全角 カ タ カ ナ で 入 力した．局方収

表 1．生薬 フ ァ イル に 定義 し た生薬 コ ード

　　　お よび 構成薬名

綱■
丶 NL

生薬 コ ード 構成生薬名

0001000200030004000500060007000800090010

　●

ア キ ョ ウ

ア セ ン ヤ ク

ア マ チ ャ

ア ロ エ

ア ン ソ ツ コ ウ

イ レ イ セ ン

イ γ チ ン コ ウ

ウ イ キ ョ ウ

ウ コ ン

ウ ズ

　 ●

合 計 188件

N 工工
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載の 生薬は 生薬名の 後に 局を つ けた （例，サ イ コ

局）．

　  原植物名 ：和名があ る もの は 半角カ タ カ ナ で

記 し ， ラ テ ン 名を後に 記 し た ．和名が ない もの は

中国名 （漢字） と ラ テ ン 名を記 した ．

　
’4）中医 に 基 づ く作用 ：効能別に 「中医臨床の た

め の 方剤学」
4 ’

の 分類に 従 っ た ，

　  薬理作用 ：専門図書 2
，
3

・
1P

に 記載さ れ た薬理

作用を取 り入れた ，薬理作用 の 名称は 特に統制し

た 用語を用 い て い ない が ，　 「中薬大辞典」 に記載

され た用 語を優先的 に 用 い た ．

　  適用 ：専門図書に 記載 された臨床応用上 の 適

用疾患お よ び症状を入力 した．中医 の 用語 に つ い

て は ，辞書なし で利用で きる よ うに 簡単な説明を

加えた．

　  禁忌 ・服用 注意 ：専門図書に記載 され た 禁忌

お よ び服用 注意に 該当す る内容 を取 り入れた ．た

だ し，長期間使用に お ける副作用は文末に
唖‘
（長）

”

過量投与に お け る副作用は
‘ ‘

（過）
”

を つ け 加 え

た ，

　  含有成 分 ：有効成分を 中心 に ，主 な もの を取

り入れた ，記載は，大分類（例，サ ポ ニ ン
， 精油）

を 入力 し た 後に 物質名を英字で 記 し た．

　  用量 ： 「漢薬 の 臨床応用」
3）

の 常用量 を g 単

位で 入力 した ．

　  異名 ： 「日本薬局方解説書」恥 お よ び「中薬大

辞典」
2〕

に 記載 され て い る 異 名を取 り入 れ，漢 字

で 入 力 した ．た だ し，最大 5 種ま で と した ．

　  異名読み ：異名に 対応 させ て，そ の 読みを ひ

らがな全角で 入 力 した ，

デ ータ ベ
ー

ス の 機能

　構築 した漢方製剤製品情報デ ー
タ ベ ー

ス と生薬

情報データ ベ ース は別 々 に 機能 し て い る．しか し，

表示画 面か ら の 操作方法は 両 デ ータ ベ ース とも同

一一
で ある，漢方製剤製品情報デ ータ ベ ース は 1画

面に ， 生薬情報データ ベ ース は 2 画面に 収まる よ

うに 設定 し，　 ROLL 　UP キ ーある い は ROLL

DOWN キ ーに よ りス ク ロ
ー

ル させ て 全情報を表

示す る こ とが 可能で ある ．表示画面か ら の 操 作

は ，フ ァ ン ク シ
ョ

ン キ ー
に 示された

‘‘
追加

”
，

‘‘
修

iE
，
　
”

，

‘‘
削除

”

，

‘‘
検索

”
お よび

‘‘

印刷
”

を選択す

る こ とに よ り実行で きる ．

情 報 検 索

　検索は フ ァ
ン ク シ

ョ
ン キ ーに 示 され た

‘‘
検索

”

キ ーに よ り実行す る．実行後 の 表示画面は 各 フ ァ

イ ル に 定義 した す べ て の フ ィ
ール ドと，それ に 対

応 し た検索条件の 入 力欄が示 され る．漢方製剤製

品情報デ ータ ベ ース の 検索画 面を図 4 に 示 した ．

ウ ィ ン ドウ 隣 0 ：漢方 製剤製 品情報W ］ 匚ウ ィ ン ドウ人 力］

ブ イ
ール ド名 検 　　索　　条　　件

i−一．

i嬲量蕭　 l
i漢方製剤読み 　 i
1

使用 上の 臆 　 1
　 　 　 　 　 　 　 　 1

．類似処方名1

性 薬 コ
ード

含 量 コ ード

…
i
｝

rL

構成生薬名 ；
1
含量　　　　 1 1

結 合 式　［ ：］

結 合 ［觚D］　方式 匚通常］ 種 別 〔選 択 コ　 該当デ
ー

タ 匚含む〕　 ［検索条件 の 入 力］

内容 を入 力 してRET  （改行 ）キ
ーを押 して くだ さい

図 4．漢方製剤製品情報データ ベ ース の 検索画面

　　 キ ーワ ードは検 索条件 の 欄に 入 力す る．
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検索条件に は 目的とす るキーワ ー ドを コ
ー ド，文

字，ある い は 数値と し て 人 力する．また ， ト ラ ン

ケ ー
シ 。 ン （前方

一
致 中間一致 後方

一
致） の

使用 は
“
＊
”

を用い る こ とに よ り可能で ある．検

索す るキーワ ー ド同士 の 演算子 は，画面下 に 示 さ

れ た 結合 モ
ー ド （AND ，　OR ）お よ び 方式 （通常，

補集合） の 条件を い ずれ か に 設定 して か ら実行す

る．実行後，検索条件に 該当 し た情報の 1件 目が

表示 され ，2 件 目以降は ↓キ ー
を押す こ とに よ り

順 に 表示 で きる ，

　検索の
一一

例 と して ，小柴胡湯 の 情報検索に つ い

て 示 す．漢方製剤製品情報 データ ベ ー
ス の 倹索画

面 （図 4 ） の 漢方製剤読み の 欄に
‘t

シ コ ウ サ イ コ

ト ウ
”

と半角カ ナ で 入力 し，リ タ
ー

ン キ ー
を 押

す ．最初に 示 され る表示 画面を図 5 に 示 した，↓

キ ー
を押す こ とに よ り，該当 した 18品 目まで を 順

に 表 示 で きた ．各 々 の 検索 に 要する時間は 1秒 以

内で あ っ た ．

　次 に小柴胡湯を構成する 生薬 （サ イ コ ， ハ ン

ゲ，オ ウ ゴ ン ，タ イ ソ ウ 1
ニン ジ ン

， カ ン ゾ ウ，
シ

ョ ウ キ ョ ウ） に 関する情報 デ ー
タ ベ ー

ス の 利JTJ
法 に つ い て 述べ る．生薬情報デ ー

タ ベ ー
ス の 検索

画 面 の 生薬名の 欄に
‘‘

サ イ コ ＊OR ハン ゲ ＊ OR
オ ウ ゴ ン ＊ OR タ イ ソ ウ ＊ OR ニ ン ジ ン ＊ OR カ

ン ゾ ゥ ＊OR シ
ョ ウ キ ョ ウ ＊

”

と 入力 し， リ タ
ー

ン キ ー
を押す．画面 は ，直 ち に 図 6 （a ）とな り，

ROLL 　UP キ ー
を押す こ とで図 6 （b）に 切 り替

わ る ・こ の よ うに 両デ ー
タ ベ ース か ら極め て 短 時

間で 小柴胡湯を構成す る各生薬 の 薬理作用，網作

用 な どの 情報を得る こ とが可能で あ る．

考 察

　〜奨丿∫撃匙斉巳疏）月艮薬手旨導1，こ お し・
v
〔，　

・i青幸艮収集4）舞夏　・

選択 となる資料は添付文書 で あ る．しか し，治験

デ ータ な ど臨瞬く応用 に 関 して 信頼で きる詳 しい 情

報が手に 入 らな い こ とか ら，薬剤師は 漢方製剤に

つ い て ，そ の 添付
鹽
文」｛：に 基づ い た 清報を十分に 患

者に 服薬指導す る こ とは 困難で あ っ た ．特 に 使川

ilの 注意 の 記 載は ，副fiF用，相互作用な ど安全性

に 関 わ る 重要 な
．
「青報 て あ り， 取 り扱 っ て い る製品

以外 の 添付文 書 の 内容 も薬剤師は 把握す る 必要が

あ る．現在 ， 漢方製剤 の 発売元 は 約20社あ る が ，

今回，製品 ご とに こ れ ら の
．
「青報を デ ータ ベ ース 化

した こ とに よ り，そ の 主 なもの の 添付文 剖青報を

直ち に 比較対照す る こ とが Flf能に な っ た，また ，

類似処 方 も巳示す る こ とに よ り，関連 し た 効 能

効 果を有す る漢方処方を知る こ とが で きる ととも

に，生薬含量や 副作用情幸艮を類似処 方と対比 させ

る こ とが容易に な っ た ．

　
一一

方 ， 生薬情報デ ータ ベ ース は 各生薬 の 特 性に

焦点を あて た もの で ，漢方製剤 の 過量 ある い は 長

期投 ケ持 に，注意を 要す る 生薬の 薬理 ， 使用上 の

図 5，漢方製 剤 製品 情報データ ベ ース の 表示画面
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図 6（a）．生薬情報デ ータ ベ ース の 表示 画 面

図 6 制．生 薬情報テ ータ ベ ース の 表示 画画

注意
，li：項．成分な どの 1確認 に 活用 で きる．　（例え

ば， ∵
・1．ウ に 」1る悪心 ，嘔 吐 ，食 欲 不振，発汗過

多，カ ン ゾ ウ の 長期投
’

ノ・に よ る 電解質代謝異常な

ど）．漢方製剤 を服 用す る患 M．が 高齢 で あ っ た り，

哀弱し て い る 場 合，ii隈 体買で あ る場
・
含，また煎

じ薬 と L て 処 方を
・
祁変 え る 腸 合 （加減法．） な ど

に ，生薬の 注意
・1濯iば 安 ／1性 を予 矢1［す 刷 1

罩

課 と し

て 1巨要で 寿♪ る と・杉冫ヒジ
：♪れ る．

　1り、iv）こ と か L
’
），　こ れ避〉 の デ ー・タ ベ ー

冫へ は 薬斉ll

師が適確な 漢 ノ胡」芝薬指導 を実 施す る と きに ， 1宙羅

の 漢 方製剤
．1育報デ ータ ベ ース と馴補 っ て ト分 に 役

．t’：つ もの と考え ら れ る ．

　謝 辞 本 研 究 の 費用 の
．．一

部 は ，平 成 4 年 度北 陸 大 学 特

別 助成に よ つ た ．

　　　　　　　 引 用 文 献

1） 古閑健二 郎，南　博文，太田 知 彰，大 嶋耐之 ，毛

　　干匹哲 良］5，　斗1フ引ろ篭薬 fiG　：，　　19，　579−．585　（1993 ）．

2） ヒ海科学 技 術 出i’dE社，小学館編，
‘‘

中薬大 辞典
”
，

　 ノ1丶・
’
1亡館，　穿O；（，　1985．

3） ・111il医学院編，　 t．L…．ji11医 学研究会li・1・1・編，
“

漢薬

　 の illLi，床応 用
”
，医歯薬出 版，東京，1979．

4） 神戸中医学研究 会編，
‘‘
中医 臨床 の た め の ：ノ∫剤

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



Japanese Society of Pharmaceutical Health Care and Sciences

NII-Electronic Library Service

Japanese 　Sooiety 　of 　Pharmaoeutioal 　Health 　Care 　and 　Soienoes

100 　 　 　 　 　 　 　 　 　 病 院 薬 学

　　学
”

， 医歯薬出版，東京，1992．
5） 大塚恭男，木下晴都 ， 酒 井 シ ヅ ，代 田文彦ほ か 監

　　修，
‘‘
図説東洋医学用語編

”
， 学習研究社，東京 ，

　 　 1988，
6） 山田 光胤，代 田文彦 ，

‘‘

図説東洋医学基礎編
”

，学

　　 習研究社，東京 ，1984．
7） 山 田光胤，橋本竹二 郎，

‘‘
図説東洋医学湯液編 1

　　
一
薬方解説一”，学習研究社，東京，1984．

8） 山 田光 胤
‘‘

図説東洋医学湯液編 皿一症 候 ・疾患

　　別解説一”
，学習研究祉，東京 ，

1986．
9） 西 山英雄編

‘‘
漢方医語辞典

”
，創元社 ， 東京，

　 　 1984．

10） 寺澤捷年，
‘‘
症例か ら学ぶ 和漢診療学

”

，医学書
　　 院，東京，1990．
11） 谿 　忠 人，

‘‘
漢方の 薬能 と薬理

，’
， 南山堂 ， 東京，

Vol・21，　No ．1　（1995）

　 　 1991．

エ2） 藤平　健，
‘‘
漢方処方類方鑑別便覧

”
，リ ン ネ，東

　　 京 ， 1982．

13）塚本祐壮，那 須 正夫，米 田 該典，
‘‘
漢方 マ ニ

＝ ア

　　 ル
”

，南江堂 ， 東京，1986．

14） 日本薬剤師会編，
‘‘
漢方業務指針

”

， 薬業時報社，
　　 東京，1988．
15）　日本製薬団体連合会安全性懇談会編，

““
般用漢

　　方製剤使用上 の 注意一解説
’t

，薬業時報社，東京，
　 　 1989，

16）創医会学術部主 編，
‘‘
漢 方用 語大 辞典

”

，燎原，
　　 東京，1984．
17） 日本公定書協会編 ，

‘‘

第十二 改正 日本薬局方解説

　　書
t’

，廣川書店，東京，1991．
一

M翩呻
丶．」へ

N 工工
一Eleotronio 　Library 　


